
11FIELDPLUS  2014 07  no.12

台湾原住民族の言語は
ほぼ一世紀にわたって抑圧されてきた。
そのせいで母語の継承が
危機に瀕している。しかし、
まだ小さな芽であるが、
母語復興プロジェクトも
始まっている。

大陸の福建省南部から来た人たちの子孫であ
るホーロー（閩南語を話す、人口の74％）、少
し遅れて中国大陸から来た客家の子孫（客家語
を話す、人口の12％）、20世紀中葉に中華民国
政府とともに渡ってきた外省人（人口の12％）。
　私の主な調査地は台湾東部の花蓮縣で、主
な調査協力者はもうすぐ90歳になる牧師であ
る。日本統治時代（1895年～1945年）に日
本語教育を受け、戦後、長期間、聖書をセデッ
ク語に翻訳する仕事に従事されてきた。私が
最初にセデック語の調査を始めたのは20年
前、この牧師のもとであった。

母語の教育
　私がセデック語を研究し始めてからこの20
年の間に、セデック語の教育が少しずつカリ
キュラムに取り入れられるようになってきた。
それぞれの原住民族の言語、閩南語、客家語
の母語教育は、1990年代から少しずつ始まっ
た。それ以前の日本統治時代、また1988年
までの、蒋介石とその息子蒋経国が総統を務
めた外来政権時代には、これらの母語は、遅
れた劣った言葉としてさげすまれ、学校で使
うと叱られる言葉だった。
　だが1988年に台湾出身の李登輝が総統と
なり、台湾本来のものが重視されるように
なった。今は小学校、中学校、高校で週に1
時間、母語学習の正規の授業がある。母語の
言語能力認定試験が実施されており、これで
一定の成績をとると、大学入試などに有利に

台湾原住民族とは
　私は台湾原住民族の言語の一つ、セデック
語を研究している。「原住民族」という言葉は、
台湾の先住民族自身が望んで自称として用い
ている言葉だ。以前は「生蕃」、「山地同朋」
等の呼び方をされていたが、先住民族自身が
「原住民族」という言葉を使うように要望し、
改めさせた。台湾の法律でも使われている。
　原住民族はいくつかの部族に分かれ、異な
る言語を話す。前述のセデック語はセデック
族とタロコ族の言葉で、その人口は合わせて
3万人程度である。だが若い人たちはセデッ
ク語をうまく話せず、台湾の公用語（中国語
北京方言をもとにしている）を話す。40代～
60代の人たちはセデック語と中国語のバイリ
ンガルである。
　原住民族の祖先たちは、紀元前3000年頃、
アジア大陸から渡ってきたとされる。その後、
漢民族が大陸から渡ってきて、現在では原住
民族は人口の2％ほどになってしまった。漢民
族は、3つに分類される：17～19世紀に中国

なる。牧師の息子の嫁は、中学校で自身の母
語であるセデック語の授業を担当している。
彼女によると、生徒たちは中学3年生にもな
るとセデック語で書かれた文章を読むことは
できるが、書いたり話したりすることはでき
ないという。だから、スピーチコンテストの
前になると、牧師のところに、スピーチ原稿
に間違いがないか確認依頼がいくつも来る。
　2005年に、原住民族テレビ局（略称TITV）
の放送が始まった。それぞれの言語による
ニュースの時間があり、いろいろな民族のゲ
ストに民族の言語でインタビューする番組もあ
る。大体の意味を表わす中国語の字幕が付く。

言語復興プロジェクト
　私がセデック語を研究している20年の間
に、牧師の孫の1人がハワイ大学大学院で言
語学の博士号を取得し、大学に就職した。現
在花蓮縣の東華大学で社会言語学を教え、子
供を対象にした言語復興プロジェクトをすこ
しずつ始めているところだ。彼女とスタッフ
は、家庭における子供への言語の継承を復活
させようと取り組んでいる。今では家庭でも
多くの人が子供に中国語で話しかける。彼女
たちは意識啓発活動をおこなって、子供にセ
デック語で話しかけることを勧めている。前
回の調査時に私が見た活動は、年寄りが子供
に家のことを手伝わせて、それにかんする会
話を練習する、というものであった。たとえ
ば、殻に入った豆を足で踏んで、それを平た
い笊に入れて殻を飛ばす、その作業を年長
者が子供に指導しながら一緒に会話も練習す
る。iPadで撮影して子供たちにその場ですぐ
見せるなどして、子供のモチベーションを高
める工夫もしている。まだまだ道のりは遠い
が、応援していきたいと思っている。
　牧師も依然として忙しい。もう特定の教会
で牧師を務めているわけではないが、日曜に
はあちこちの教会の礼拝に呼ばれて、ゲスト
として説教している。郷公所（村役場に相当）
でセデック語辞書編集プロジェクトがあり、
それにも参加している。今後も元気で長生き
してほしい。
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郷公所でのセデック語
辞書編纂会議。

iPadで録画された自分
たちを見る子供たち。

教会での日曜礼拝。左
奥のスクリーンにプロ
ジェクターでセデック語
の字幕を映している。
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